
（学年）第２学年，（教科・科目）理科・化学                    協働学習 

 

（単元）希薄溶液の性質 

 

（本時のねらい）                     

 希薄溶液の性質から凝固点降下度と溶液の濃度や溶質の分子量との関係を理解する。（知

識・理解）また，それらに関連する問題に協働的に取り組むことができ，希薄溶液の性質

を身近な現象と結びつけて説明することができる。（思考・判断・表現） 

 

（ICT 活用方法） 

電子黒板の活用（①目的②場面③方法）  
 ①現実には目にすることができない粒子の運動について視覚的に確認させることで希薄

溶液の性質について理解しやすくする。  
 ②展開前半（凝固点降下における粒子の運動について）  
 ③プレゼンテーションソフトによるアニメーションの作成 

 

（本時の展開） 

時間 学習活動 指導事項 ＩＣＴ活用方法 

導入 

５分 

１．凍らせた清涼飲料

水を準備し，あらかじ

め少し溶けた状態に

し，味見をする。 

・通常のものと凍らせ

たものとを比べるよう

にする。 

＊事前に PDF 化した授

業スライドを生徒に電

子データで配布済み 

展開 

４０分 

２．質量モル濃度と凝

固点降下度の関係，過

冷却や冷却曲線につい

て学ぶ。 

 

３．グループでワーク

シートの問題に取り組

む。 

 

４．清涼飲料水を凍ら

せるときにどのような

工夫をすれば味のムラ

がなくなるだろうか。 

・前時の沸点上昇との

共通点を意識させなが

ら ICT を活用し，粒子

の運動をイメージしや

すいようにする。 

・グループワークのル

ールの確認。グループ

活動の苦手な生徒への

フォロー。 

・個人で考え、グルー

プで意見をまとめ、発

表させる。 

・プレゼンテーション

ソフトによるアニメー

ションで粒子の運動を

可視化させる。 

 

・グループワークの時

間管理ができるように

ストップウォッチタイ

プの時刻掲示を行う。 

まとめ 

５分 

５．本時の学習を振り

返り，凝固点降下の原

理を確認し，自己評価

を行う。 

・リフレクションとフ

ィードバックを行う。 

 

 



（授業の様子）  

 

 

 

 

 

 

 

図１ 教材の投影方法         図２ グループワークの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 使用したワークシート 

 

（生徒の反応と課題，改善を要する点） 

 プレゼンテーションソフトにより授業スライドを作成し、事前に資料を配付しておく予

習型の反転学習に近い授業形態にすることで説明の時間や板書の時間を削減するとともに

生徒が考える時間を多くとれるようになった。そのことにより授業の中で科学現象が自分

の生活とどのように結びつくのか、現象への理解の深化を図れるようになったと考える。

また、授業で見せた動画を生徒自身が見つけたり、他にもこんな動画があるなど紹介した

りしてくれる生徒もおり、科学現象に対する興味・関心が高まったと感じた。一方で、板

書をしないことに対する不安感を抱く生徒や予習ができていない生徒に対する効果

的なフォローの仕方を考える必要を感じた。現在はワークシートにも授業スライド

をつけ、授業後回収し、コメントによるフィードバック等を行っている。  


